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【ヘッドライン】
◆巻頭言
　次期中期計画における麦類の研究課題

◆研究成果
　●大麦の硬軟質性には胚乳細胞壁多糖が関与する

　●矢野裕之主任研究官　若手農林水産研究者表彰を受賞

次期中期計画における麦類

の研究課題

巻　頭　言

◆活動のトピック
　●韓国農村振興庁作物科学院との研究協力に関する協定

を締結しました
　●受入れ研究員（依頼研究員・技術講習生）

　本年は第2期の中期計画が始まる年であります。次
期中期計画では、研究課題の設定が大きく変わりま
す。
　その中で、小麦の研究課題としては「めん用小麦の
新品種育成と品質安定化技術の開発」と「パン・中華
めん用等小麦の新品種育成と品質安定化技術の開発」
が検討されています。
　平成7年に44万トンまで減少したわが国の小麦生産
は、平成10年に「新たな麦政策大綱」が決定され、国
内産麦の生産対策や研究開発の充実・強化等が図ら
れたことにより、生産は急速に回復し、平成17年産
では88万トンに達しています。生産拡大には、平成
11年から開始された大型プロジェクト研究によって
育成された新品種や栽培技術の開発が大きく貢献し
ました。このプロジェクトで平成17年度までに育成
された小麦は21品種に及び、高品質栽培技術等とと
もに広く普及しています。
　ところで、わが国では年間620万トンの小麦が消費
されており、その内の70万トンが日本めん用です。
70万トンの内の41万トンが国内産で、日本めん用に

限れば自給率は約60％で、自給率の一層の向上に
は、高品質めん用品種の育成と栽培技術の開発が求
められています。一方、毎年160万トンの需要がある
パン用の国内生産量は1万トン程度で、自給率は1％
にも満たない状況です。また、127万トンが消費され
ている中華めん用等の「その他めん用」についても自
給率は約2％にすぎません。次期中期計画で「パン・
中華めん用等小麦品種の育成」が取り上げられたのは
このような事情を的確に反映したものです。
　他方、大麦の次期中期計画の研究課題として、「用
途別加工適性に優れた新品種の育成」が検討されてい
ます。自給率97％の主食用や同じく77％の味噌用に
比べ、21万トンと最も大きな需要がある焼酎用の自
給率がわずか8％にすぎないこと、また、自給率が
年々低下し、60％を割り込んでいる麦茶用等、わが
国の大麦・はだか麦が抱えている問題解決のための
適正な課題と言えます。
　かって、実需者から「欲しくもないもの（品種）を買
わされる」というミスマッチが指摘がされていました
が、新品種や高品質栽培技術の普及、生産者・団体
の努力等により、ミスマッチは大きく解消されまし
た。しかし、最近は国内産パン小麦など、「欲しいも
のが買えない」という、逆ミスマッチが指摘されてい
ます。次期中期計画では、自給率向上と実需者ニー
ズに応えられる麦生産のために、一層の技術開発が
求められています。
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研　究　成　果

大麦の硬軟質性には胚乳細胞壁多糖が関与する

問い合わせ先　TEL：029－838－8865

　大麦の硬軟質性（搗精時間の長短）は、搗精加工
上重要な形質で、軟質のものが望ましいとされて
います。これまで硬軟質性と蛋白質の関係につい
ての研究事例はあるものの、硬軟質性の品種間差
異に関与する要因は明らかではありませんでし
た。そこで多様な硬軟質性を示す大麦品種を用い
て、蛋白質だけでなく胚乳細胞壁多糖含量と硬軟
質性との関係について調べました。

麦類研究部　大麦育種研究室　塔野岡　卓司

ビノキシランの含量は硬軟質性と相関があること
が分かりました（図1、2）。これらは胚乳細胞壁を
構成する主要な多糖で、その含量が大麦の硬軟質
性に関与することが分かりました。

【研究方法】
　大麦には皮麦と裸麦があり、また穀皮の厚さに
は品種による違いがあります。硬軟質性に対する
穀皮の有無や厚さの影響を取り除くため、まず55
（裸麦は60）%歩留まで搗精して、そこからさらに
40（同45）%歩留まで搗精するのに要する時間を硬
軟質性としました。そして、そのときに生じる搗
精糠に含まれる蛋白質、β―グルカン、アラビノ
キシラン含量との関係を調べました。

【蛋白質含量、硝子率と硬軟質性の関係】
　蛋白質が多いと硝子率は高く、硝子率が高いと
硬質になることはこれまでにも報告されており、
本研究でも同様の結果となりました。しかし、蛋
白質含量と硬軟質性の関係を直接に比較すると、
有意な相関は認められませんでした（表1）。

【細胞壁多糖含量と硬軟質性の関係】
　硬軟質性は硝子率の影響を受けますが、硝子率
の低い条件（水田栽培）と高い条件（火山灰土壌の畑
栽培）のどちらにおいても、β－グルカン及びアラ
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【おわりに】
　β－グルカンとアラビノキシランには食物繊維
としての効果があり、とくにβ－グルカンには血
中コレステロールの低減、血糖値の上昇抑制、大
腸ガンの予防などの機能性があることが分かって
います。したがって、加工適性と機能性食品とし
ての大麦の有用性を両立するためには、これらの
多糖含量をある程度保った軟質品種を育成するこ
とが重要と考えられます。

図1．β-グルカン含量と硬軟質性の関係

図2．アラビノキシラン含量と硬軟質性との関係



■ 矢野裕之主任研究官　若手農林水産研究者表彰を受賞。

研　究　成　果

　作物研究所の矢野裕之主任研究官は、「新しい網
羅的タンパク質解析手法の開発とアレルゲン検出
技術への応用に関する研究」の成果によって、農林
水産省農林水産技術会議事務局が農林水産業に関
して優れた研究功績をあげた若手研究者に与える
若手農林水産研究者表彰を受賞しました。平成18
年2月2日に虎ノ門パストラルにおいて授与式が行
われ、甕（もたい）技術会議会長より賞状が授与さ
れました。（研究交流科）
（プレスリリース：http://www.s.affrc.go.jp/docs/press/2006/0124.htm）

問い合わせ先　TEL：029－838－8951

　タンパク質の架橋結合（ジスルフィド結合）の形
成・切断は、タンパク質・酵素の特性を大きく変化
させることから、生物において重要な役割を果たし
ていることが明らかになりつつあります。植物でも、
温度・湿度などの環境変化に対する耐性や収量性、
発芽生理に重要な役割を果たすと考えられています。
この制御機構を解明することができれば、新しい機
能や特長をもつ作物を開発できる可能性があります。
本研究では、この架橋結合に関わっているアミノ酸
（システイン）残基を特異的に蛍光修飾し、二次元電
気泳動と組み合わせることにより、架橋結合に変化
を生じたタンパク質を網羅的に解析する手法「ジス
ルフィドプロテオーム」を開発しました。本法を用
いて細胞中の数多くのタンパク質のうち架橋結合に
変化が生じたものだけを迅速に識別することができ
ることから、細胞の生理調節機構の解明に有用であ
ると考えられ、実際に内外の多くの研究機関で新規
の生理機構の解明に応用されはじめています。作物
研究所では、この手法を利用してジスルフィド結合
の形成・切断という新しい切り口から作物の生理機
構を解明し、有用な作物の開発に役立てる研究を進
めています。イネ種子が発芽する際には、ジスル
フィド結合を切る還元酵素チオレドキシンが働き、
種子貯蔵タンパク質を分解されやすいように構造変
化させたり、貯蔵タンパク質を分解する酵素を活性
化させたりするメカニズムを解明しました。

新しい網羅的タンパク質解析手法の開発とアレルゲン検出技術への応用に関す

る研究
稲研究部　米品質制御研究室 矢野 裕之

　また、タンパク質の構造を強固に保つ架橋結合が
タンパク質の分解抵抗性に関わり、ひいてはアレル
ゲン性に関係しているとの前提に立って、本法をア
レルゲン物質の検出にも応用しています。ジスル
フィド結合の形成に関わらない遊離のシステイン残
基をあらかじめ非蛍光試薬で保護し、ジスルフィド
結合を還元剤で切断後、新たに露出した（ジスル
フィド結合に関わる）システイン残基のみを選択的
に蛍光修飾することで、多くのタンパク質混合物の
中から、ジスルフィド結合をもつタンパク質だけを
検出する手法を開発しました。この手法を用いて穀
物、ハウスダスト、花粉を調べたところ、既知アレ
ルゲンタンパク質に加え、新規アレルゲン候補タン
パク質を見出す等、本法のアレルゲン蛋白質の検出
技術としての有用性を実証しました。この手法をプ
ロテアーゼ耐性試験と併せてアレルゲンの検出精度
を高めたり、タンパク質がアレルゲン性を獲得する
機構の解明を進めています。また、農林水産省の「ア
グリバイオ実用化・産業化研究」に民間企業と共同
で参画し、低アレルゲン作物やアレルゲン低減化素
材の開発を通じてこの基盤技術を実用化する研究を
行っています。こうした技術は、アレルゲン吸着繊
維の開発や製品化研究にも役立っています。

（プレスリリース：http://nics.naro.affrc.go.jp/press/press-20.html）

〔受賞研究〕



活動のトピック

■ 韓国農村振興庁作物科学院との研究協力に関する協定を締結しました ■

編　集　後　記

　作物研究所では、海外の研究機関との積極的な

研究交流・共同研究を進めており、国際稲研究所

（IRRI）や中国科学院東北地理・農業生態研究所な

どの海外の研究機関と研究協力を進めてきまし

た。その中で、米の生産過剰や農業従事者の高齢

化など、農業に係わる情勢がわが国と類似してい

る韓国の中心的な農業研究機関である韓国作物科

学院との間で、共通する諸問題をお互いに協力し

て解決するため、包括的な研究協力を進めること

について協議を続けて来ました。

　 その結果、平成17年11月17日に作物研究所　黒

田秧　所長が大韓民国水原市の韓国作物科学院を

訪れ、李成煕（Lee Seong Hee）院長との間で両国に

共通する作物生産、育種および作物科学分野の発

展に協力して寄与することを目的とする研究協力

に合意し、覚書を交わしました。この覚書の締結

により、作物研究所と韓国作物科学院との間での

共同研究や研究者の交流が活発になり、両国に共

通する作物生産、品種開発などの分野で、双方の

研究開発がより進展することが期待されます。

　第2期中期計画を迎え、4月からは大きく研究課題や研究体制が変わります。作物研究所も新しい環境のなかで、研究がスタートし
ます。くろっぷニュースも新鮮な研究情報をお知らせできるように頑張ります。

発行者　独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構作物研究所長　黒田　秧　　発行日 平成18年2月15日
発行所　〒305-8518　茨城県つくば市観音台2-1-18　作物研究所      事務局　企画調整室研究交流科　TEL029-838-8880
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■ 受入れ研究員（依頼研究員・技術講習生） ■


